
作業療法学科 専門

発達障害作業療法学授業科目

作業対象学科３対象学年【担当教員名】

永井 洋一 必修必修･選択前期開講時期

30時間数２単位数

【一般目標：GIO】

発達障害児に対する作業療法を実施するために必要な治療理論と原理を学び、子どもと家族の生活に密着した治療目標、治療活動を

立案するための基礎的能力を身につける。

【行動目標：SBO】

１．発達障害に対する作業療法の原理と主な治療理論について説明できる。

２．神経発達学的治療の主な概念が説明できる。

３．感覚統合療法の主な治療原理が説明できる。

４．脳性麻痺時に対する作業療法の原理と手法について説明できる。

５．学習障害、広汎性発達障害、ADHDに対する作業療法の原理と手法について説明できる。

６．知的障害に対する作業療法の原理と手法について説明できる。

７．重症心身障害に対する作業療法の原理と手法について説明できる。

８．整形外科疾患、内部障害、神経・筋障害に対する作業療法の原理と手法について説明できる。

９．発達障害児の療育に関する法律・福祉制度の概要について説明できる。

10．特別支援教育における作業療法士の役割について説明できる。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

講義１治療の原理１

〃１治療理論総論２

〃２神経発達学的治療概論３

〃３感覚統合療法概論４

〃４脳性麻痺の作業療法(１)５

〃４脳性麻痺の作業療法(２)６

〃５学習障害、ADHDの作業療法７

〃５広汎性発達障害の作業療法(１)８

〃５広汎性発達障害の作業療法(２)９

〃６知的障害の作業療法10

〃７重症心身障害児の作業療法11

〃８整形外科疾患・内部障害の作業療法12

〃８筋ジス、二分脊椎の作業療法13

〃９療育に関する法律・福祉制度14

〃10特別支援教育と作業療法15

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2009・3,200円＋税・（予定価格）協同医書出版社日本作業療法士協会：編作業治療学３：発達障害第３版

教科書

（必ず購入する書籍）

授業時に指定する
参考書

授業時に資料を配付する
その他の資料

【履修上の留意点】

人間発達、小児科学、発達障害作業療法評価学・同実習の単位を取得していなければ

ならない

【評価方法】

出席：10％ MinutePaper:20％

小テスト：20％ 期末試験：50％

Title:09_発達障害作業療法学.ec9 Page:1 Date: 2010/02/15 Mon 19:40:29




